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令和６年度　　学校関係者評価報告書
　大阪市立　築港小学校　学校協議会
１　総括についての評価


２　年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価

	年度目標：安全・安心な教育の推進

	〇「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平均でどのくらいSNS 、動画視聴、ゲーム等をしていますか」に対して３時間以上と回答する児童の割合は46.2％で目標(59％以下)を達成することができた。
〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合が84.5％で目標(81％以上)を達成することができた。

	・スマートフォン等の使用時間については、減少してきており、成果が出ている。他地域などの情報を参考にして取り組みを続けていってほしい。
・いじめについての否定的なご意見はなかった。取り組みを継続する。

	年度目標：未来を切り拓く学力・体力の向上

	〇小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より４年生は11.4ポイント減少(３人→１人)、５年生は9.0ポイント増加(４人→５人)、６年生は4.2ポイント減少(２人→１人)させることができた。

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合は65.1％で目標の75％以上は達成できていない。



	・課題の見られる児童の人数が減っており成果が上がっている。
・全国体力・運動能力調査の結果には、男女差があるように見えるが他学年にも共通した課
題であるならそれに応じた取り組みが必要なのではないか。

	年度目標：学びを支える教育環境の充実

	〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の76.9％で目標（70％以上）を達成することができた。

〇令和６年度の学校アンケートにおいて、「地域の人と一緒に行う活動が好きです」に対して、肯定的に回答する児童の割合は97％で目標(88％以上)を達成することができた。

	・児童の学習者端末活用率が区内でもトップレベルにあることを伝え、評価していただいた。
・今年度の地域学習などの取り組みについて報告し、ほぼ全員の児童が好きであるという結
果に大いに喜んでいただいた。


３　今後の学校園の運営についての意見


・経年調査の結果が良いのに、なぜ自分に良いところがあると思えないのか。人の良いところを見つけることができるあなたがすごいと思えるようになってほしい。日ごろから良いところを伝え合うとよい。


・算数科を研究教科として取り組んできた成果が出てよかった。


・読書については地域・保護者も本を読まない環境になってきていることが課題である。学校で児童が本に親しめる取り組みを進めてもらえるとありがたい。





・地域学習の候補として、築港ならではの人材（船の水先案内人など）の活用も考えてみてはどうか。


・築港地域とのつながりを生かして、学校の取り組みを進めて行ってほしい。
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